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Ⅰ 研究の概要 

 １ 共通テーマ「新学習指導要領に対応した授業の在り方について」 

 ２ 研究主題「領域の特性を生かして体力向上を図るための工夫」 

 ３ 主題設定の理由 

      体力は、人間の活動の源であり、健康の維持のほか意欲や気力といった精神面の充実に 

大きく関わっており、「生きる力」の重要な基盤である。子供たちの体力の低下は、将来的 

に国民全体の体力低下につながり、社会全体の活力や文化を支える力が失われることにな 

りかねない。 

しかし、平成 20・21 年度に文部科学省が実施した「全国体力・運動能力、運動習慣等 

調査」によると、子供たちの体力は保護者の年代に比べ長期的に低下傾向にある。特に、 

  東京都の児童・生徒の体力・運動能力は、全国平均を大きく下回っており、将来の東京都 

  にとって極めて重大な問題となっている。そこで、都教育委員会では、長期的に低下して 

  いる東京都の子供の体力を平成 24 年度には全国平均にまで、平成 31 年度には、戦後子供 

  の体力がピークであったとされる昭和 50 年代の水準にまで向上させることを目標として、 

「総合的な子供の基礎体力向上方策（第１次推進計画）」を本年７月に策定した。 

本推進計画では、子供の基礎体力向上に向けた総合的な対策の４つの方向性の１つとし 

て、スポーツの振興と学校体育の充実を示している。中学校における保健体育の授業は、 

生徒に体を動かす楽しさを味わわせるばかりでなく、普段運動しない生徒に対しても、限 

られた時間の中で効率的に運動量を確保するなど、体力向上に重要な役割を担っている。 

       新学習指導要領では、改訂の基本方針において、体力向上について中学生の時期が心身

ともに成長の著しい時期であることを踏まえ、「体つくり運動」の学習を通して、体を動

かす楽しさや心地よさを味わわせるとともに、健康や体力の状況に応じて体力を高める必

要性を認識させ、「体つくり運動」以外の領域においても、学習した結果としてより一層

体力の向上を図ることができるようにするとしている。さらに内容の取り扱いの改善とし

て、体力向上について、「体つくり運動」と「体育理論」の指導内容を明確にして一層の

充実を図ること、その他の領域においても、それぞれの特性や魅力に触れるために必要と

なる体力を生徒自らが高められるよう留意することとし、第１学年及び第２学年では「関

連して高まる体力」、第３学年では「体力の高め方」が示された。 

 そこで、本部会では、「領域の特性を生かして体力向上を図るための工夫」を研究主題と 

し、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、生徒の体力向上を図るための指導計画の作成、指導 

の手立て、生徒の行動量の確保の３つの視点から研究を進めることとした。 

４ 研究の仮説 

保健体育の授業において、「領域の特性や魅力に触れるため必要となる体力を明確にして

指導計画を作成し、運動の行い方や指導の手立てを工夫することにより、生徒が、体力の

必要性について理解を深め、自ら体力を高めることができるのではないか。」と考えた。 
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Ⅱ 研究構想図 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈目指す生徒像〉 

領域の特性や魅力に触れ、運動

の楽しさや喜びを味わうこと

ができる生徒 

領域の特性や魅力に触れるため

必要となる体力を理解している

生徒 

領域の特性や魅力に触れるため

必要となる体力を自ら高めるこ

とができる生徒 

○ 中央教育審議会答申（平成 20 年１月） 

○ 学習指導要領告示 （平成 20 年３月） 

〈保健体育科の目標〉 

心と体を一体として捉え、運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通して、生

涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と

体力の向上を図り、明るく豊かな生活を営む態度を育てる。 

〈研究主題〉 

領域の特性を生かして体力向上を図るための工夫 

〈研究の仮説〉 

保健体育の授業において、「領域の特性や魅力に触れるため必要となる体力を明確にして指導計

画を作成し、運動の行い方や指導の手立てを工夫することにより、生徒が、体力の必要性について

理解を深め、自ら体力を高めることができるのではないか。」と考えた。 

〈保健体育科の課題〉 

○ 運動する子供とそうでない子供が二極化している。 

○ 子供の体力の低下傾向が依然深刻である。 

○ 運動への関心や自ら運動する意欲、各種の運動の楽しさや喜び、その基盤となる運動の技能や

知識など、生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の育成が十分に図られていない例が見られ

る。 

〈東京都の課題〉 

○ 児童・生徒の体力・運動能力が長期的に低下し、全国平均を大きく下回っている。 

〈研究の内容〉 

① 体育分野において、各領域で高めることができる体力の構成要素を位置付けた年間指導計画に

基づき、単元指導計画、学習指導計画、学習カードを作成する。 

② 作成した指導計画に基づいて授業を実施し、生徒の行動量の実態調査及び意識調査を行い、

その集計結果から、取組の成果と課題等について考察する。 

③ 調査及び実証授業の結果から研究全体を考察し、研究の成果と今後の課題を明らかにする。 
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Ⅲ 研究の内容 

  本研究では、新学習指導要領の趣旨を踏まえ、領域の特性を生かして生徒の体力向上を図

るために、指導計画作成の考え方とその具体化を中心課題とした。また、生徒の１時間当た

りの行動量を確保するために、歩数計を活用して行動量の目安を指標として示すこととした。 

１ 指導計画作成の考え方 

（1）年間指導計画 

   ア 各領域の特性の明確化 

     年間指導計画において、各領域の特性を示した。 

   イ 体力向上を図るための工夫 

（ｱ） 各領域で高まる主な体力の構成要素、運動（例）、指導の手立て 

中学校学習指導要領解説（保健体育編）における各分野の目標及び内容の「知識、

思考・判断」に示されている第１学年及び第２学年「関連して高まる体力」、第３学年

「体力の高め方」を参考として、領域を学習した結果として高まる体力の構成要素、

それらを効果的に高めるための具体的な運動例と指導の手立てを示した。 

（ｲ） 行動量の少ない生徒へのかかわり 

      中学校学習指導要領解説（保健体育編）における各分野の目標及び内容の「技能」 

の内容を参考として、行動量の少ない生徒の体力を高めるための指導上の配慮事項を

示した。 

（2）単元指導計画 

   ア 体力向上を図るための工夫 

（ｱ） 年間指導計画で示した領域で高めることができる体力の構成要素と、単元の学習過 

  程における指導計画を示した。 

（ｲ） 授業の導入で体力を高めるための運動を行い、授業のまとめで領域の特性や魅力に 

  触れるために必要となる体力の構成要素や高め方について確認した。 

   イ 評価計画の作成 

     単元の評価規準及び評価計画を示し、各観点をどの時間に重点的に評価するのかを明 

      確にした。 

（3）学習指導計画 

  ア 体力向上を図るための工夫 

    授業の中で、体力を高めるための運動を指導する際のポイント、行動量の少ない生徒を 

指導する際のポイントを示した。 

  イ 具体の評価規準の作成 

       単元の評価規準に基づき、授業における生徒の学習活動から、具体の評価規準を示した。 

  ウ 言語活動 

    言語活動については、内容の精選を図り運動観察のポイントを明確にして、１時間当た 

りの生徒の行動量を十分に確保できるようにした。 

（4）学習カード 

   生徒が自己の体力の現状を分析するために、新体力テストの結果及び総合評価記入欄を 

  を設けた。そして、自己の体力の現状を考え、領域の特性に触れるために必要となる体力 

  を意識できるよう、各運動領域と体力の構成要素の関連を示した。また、保護者が子供の 

  体力の現状や必要感について考える機会とするために、保護者記入欄を設けた。 

（5）生徒の行動量の確保 

   作成した指導計画に基づき授業を実施し、歩数計を活用して生徒の歩数の実態調査を行 

  うとともに、歩数と生徒の学習状況との関連を把握し、１時間当たりの生徒の行動量の目 

安を指標として示すこととした。 
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タ

ー
ト

ダ
ッ

シ
ュ

 

❶
❷

ハ
ー

ド
ル

練
習

❸
抱

え
込

み
ジ

ャ
ン

プ
 

❹
ハ

ー
ド

ル
・ド

リル
 

❶
２
ボ

ー
ル

の
ド

リ
ブ

ル
 

❷
パ

ス
＆

ラ
ン

の
ゲ

ー
ム

 

❸
❹

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

 

 

❶
固

め
技

 

❷
受

け
身

、
基

本
動

作
 

❸
投

げ
技

 

❹
腹

筋
・
背

筋
・
腕

立
て

等

を
組

み
合

わ
せ

た
運

動
 

❶
❸

ペ
ア

運
動

 

❷
ボ

ー
ル

を
使

っ

た
運

動
 

❹
エ

ア
ロ

ビ
ク

ス

運
動

 

❶
❷

❸
リ

ズ
ミ

カ
ル

な
全

身

運
動

 

❸
持

続
し

て
行

う
リ

ズ
ミ

カ
ル

な
全

身
運

動
 

指
導
の

手
立
て
 

体
を

動
か

す
楽

し
さ

や
心

地
よ

さ
を

味
わ

い
、

体
力

を
高

め
、

目
的

に
適

し
た

運
動

を
身

に
付

け
さ

せ
る

。
 

各
種

目
に

よ
り

向
上

す
る

体
力

の
特

性

に
つ

い
て

理
解

さ

せ
、

継
続

し
て

運
動

に
取

り
組

ま
せ

る
。

 

各
運

動
種

目
で

主
と

し
て

高
ま

る
体

力
の

構
成

要
素

を
具

体
的

に
説

明

し
、

運
動

に
取

り
組

ま
せ

る
。

 

水
泳

を
継

続
す

る
こ

と
で

、

短
距

離
泳

で
は

主
と

し
て

瞬
発

力
、

長
距

離
泳

で
は

主
と

し
て

全
身

持
久

力
な

ど

が
各

泳
法

に
関

連
し

て
高

め
ら

れ
る

こ
と

を
理

解
さ

せ

運
動

に
取

り
組

ま
せ

る
。

 

継
続

す
る

こ
と

で
、

筋
力

・

柔
軟

性
・
平

衡
性

が
各

種

目
や

技
の

動
き

に
関

連
し

て
高

ま
る

こ
と

を
理

解
さ

せ
、

運
動

に
取

り
組

ま
せ

る
。

 

技
能

や
体

力
の

程

度
に

応
じ

た
ハ

ー
ド

ル
走

の
距

離
や

イ
ン

タ
ー

バ
ル

を
選

ば

せ
、

運
動

に
取

り
組

ま
せ

る
。

 

各
運

動
種

目
で

主
と

し
て

高
ま

る

体
力

の
構

成
要

素
を

具
体

的
に

説

明
し

、
運

動
に

取
り
組

ま
せ

る
。

 

継
続

す
る

こ
と

で
主

と
し

て

瞬
発

力
、

筋
持

久
力

、
巧

緻

性
な

ど
が

そ
れ

ぞ
れ

の
技

に
関

連
し

て
高

め
ら

れ
る

こ

と
を

理
解

さ
せ

、
運

動
に

取

り
組

ま
せ

る
。

 

安
全

で
合

理
的

に

高
め

る
こ

と
の

で

き
る

適
切

な
運

動

の
行

い
方

を
理

解

さ
せ

、
運

動
に

取

り
組

ま
せ

る
。

 

興
味

や
感

心
に

合
っ

た
テ

ー
マ

や
踊

り
を

設
定

さ
せ

た
り

、
課

題
に

応
じ

た
練

習
方

法
を

選
ば

せ
た

り
す

る
。

 

行
動
量
の
少

な
い
生
徒
へ

の
か
か
わ
り
 

や
さ

し
い

動

き
か

ら
難

し

い
動

き
へ

と

運
動

を
発

展

さ
せ

る
。

 

回
数

（
記

録
）
に

こ

だ
わ

る
の

で
は

な

く
、

正
確

な
動

作
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
よ

う
に

場
や

用
具

を
段

階
に

応
じ

て
選

ば

せ
る

。
 

プ
レ

ー
ヤ

ー
の

人
数

、
コ

ー
ト
の

広

さ
、

プ
レ

イ
上

の
制

限
を

工
夫

し
た

ゲ
ー

ム
を

取
り

入
れ

、
ボ

ー
ル

操
作

と
ボ

ー
ル

を
持

た
な

い
と

き
の

動
き

に
着

目
さ

せ
取

り
組

ま
せ

る
。

 

手
と

足
、

呼
吸

の
バ

ラ
ン

ス

を
と

り
、

ク
ロ

ー
ル

（２
５
ｍ

）、

平
泳

ぎ
（
５

０
ｍ

）
、

背
泳

ぎ

（
２

５
ｍ

）
、

バ
タ

フ
ラ

イ
（
２

５

ｍ
）
を

泳
げ

る
よ

う
に

さ
せ

る
。

 

自
己

の
技

能
・
体

力
の

程

度
に

適
し

た
技

を
選

ぶ
た

め
の

目
安

を
明

ら
か

に
し

、

学
習

活
動

に
取

り
組

ま
せ

る
。

 

踏
み

切
り

足
（
抜

き

足
）
の

動
き

を
意

識

さ
せ

、
低

い
ハ

ー
ド

ル
で

素
早

く
ハ

ー
ド

ル
を

走
り

越
す

感
覚

を
身

に
付

け
さ

せ

る
。

 

ゴ
ー

ル
前

の
空

間
を

め
ぐ

る
攻

防

に
つ

い
て

学
習

課
題

を
追

求
し

や

す
い

よ
う
に

プ
レ

ー
ヤ

ー
の

人
数

、

コ
ー

ト
の

広
さ

、
用

具
、

プ
レ

イ
上

の
制

限
を

工
夫

し
た

ゲ
ー

ム
に

取

り
組

ま
せ

る
。

 

相
手

の
投

げ
技

と
結

び
付

け
て

あ
ら

ゆ
る

場
面

に
対

応

し
て

受
け

身
が

取
れ

る
よ

う

に
さ

せ
る

。
 

心
拍

数
や

疲
労

感
な

ど
を

手
が

か
り

に
し

て
、

無

理
の

な
い

運
動

の
強

度
と

時
間

を
選

ば
せ

る
。

 

仲
間

の
よ

い
動

き
や

表
現

な
ど

を
指

摘
し

、
多

く

の
動

き
を

体
験

さ
せ

る
。
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３
 
単
元
指
導
計
画
 
（
１
）「

体
つ
く
り
運
動
」
 

 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

単
元
の
評
価
規
準
 

行
動
量
の
目
安

（
歩
）
 

30
00
 

30
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
】
 

①
体
つ
く
り
運
動
の
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
。
 

②
分
担
し
た
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

③
仲
間
の
学
習
を
援
助
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

④
健
康
・
安
全
に
留
意
し
て
い
る
。
 

 【
思
考
・
判
断
】
 

①
関
節
や
筋
肉
の
働
き
に
合
っ
た
合
理
的
な
運
動
の
行

い
方
を
選
ん
で
い
る
。
 

②
ね
ら
い
や
体
力
に
応
じ
て
効
率
よ
く
高
め
る
運
動
例

や
バ
ラ
ン
ス
良
く
高
め
る
運
動
例
の
組
み
合
せ
方
を

見
つ
け
て
い
る
。
 

③
仲
間
と
協
力
す
る
場
面
で
、
分
担
し
た
役
割
に
応
じ

た
活
動
の
仕
方
を
見
つ
け
て
い
る
。
 

④
仲
間
と
学
習
す
る
場
面
で
、
学
習
し
た
安
全
の
留
意

点
を
当
て
は
め
て
い
る
。
 

 【
知
識
・
理
解
】
 

①
体
つ
く
り
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
、
理
解
し
た
こ
と

を
言
っ
た
り
書
き
出
し
た
り
し
て
い
る
。
 

②
体
つ
く
り
運
動
の
行
い
方
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具

体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
 

③
運
動
の
計
画
の
立
て
方
に
つ
い
て
、
理
解
し
た
こ
と

を
言
っ
た
り
書
い
た
り
し
て
い
る
。
 

  
 

   

導
 
入
 

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

 

 
ン
 

・
学
習
の
進
め
方
 

・
学
習
カ
ー
ド
の
記
入

の
仕
方
等
確
認
 

 
 

 
 

 
 

展
 
開
 

１
 

○
体
ほ
ぐ
し
の
運
動
①
 

・
ペ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

 
グ
 

○
動
き
を
持
続
す
る
能
力

を
高
め
る
運
動
 

 

 
 

 
 

 

２
 

○
動

き
を

持
続

す
る

能
力
の
測
定
①
 

・
20
m

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

○
個
別
、
グ
ル
ー
プ
課
題

練
習
の
内
容
の
作
成
、

実
施
 

  

 
 

 
 

 

ま
と
め
 

 
 

 
 

 
○
動
き
を
持
続
す
る
能
力

の
測
定
②
 

・
20
m

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

○
単
元
の
振
り
返
り
 

・
単
元
の
ね
ら
い
 

・
達
成
状
況
 

・
関
連
し
て
高
ま
る
体
 

力
の
確
認
 

体
力
向
上
を
図

る
た
め
の
指
導

の
手
立
て
 

❶
体
の
柔
ら
か
さ
（
大
き
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
全
身
や
体
の
各
部
位
を
振
っ
た
り
、
回
し
た
り
、
ね
じ
っ
た
り
、
曲
げ
伸
ば
し
す
る
。）

→
ペ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
動
的
柔
軟
運
動
等
 

❷
巧
み
な
動
き
（
様
々
な
空
間
を
歩
い
た
り
、
走
っ
た
り
、
跳
ん
だ
り
し
て
移
動
す
る
。）

→
ラ
ダ
ー
、
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
走
、
ボ
ー
ル
運
動
等
 

❸
力
強
い
動
き
（
二
人
組
で
上
体
を
起
こ
し
た
り
、
脚
を
上
げ
た
り
、
背
負
っ
て
移
動
し
た
り
す
る
。）

→
ペ
ア
運
動
等
、
自
己
の
体
重
を
負
荷
に
す
る
運
動
 

❹
動
き
を
持
続
す
る
（
一
つ
の
運
動
ま
た
は
複
数
の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
て
一
定
の
時
間
行
う
。）

→
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
ス
テ
ッ
プ
、
な
わ
と
び
（
短
・
長
）
等
 

構 成 要 素 

体 力 の 

導
 
入
 

―
 

❶
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

展 開
 

１
 

❶
 

❹
 

❶
❷
❸

 
❶
❷
❸

 
❶
❷
❸

 
❶
❷
❸

 
❶
❷
❸
 

２
 

❹
 

❶
❷
❸
❹

 
❹

 
❹

 
❹

 
❹

 
❹
 

評 価 計 画 

関
・
意
・
態
 

①
 

③
 

②
 

②
 

③
 

④
 

③
④
 

思
・
判
 

④
 

①
 

②
 

③
 

①
 

②
 

②
 

技
 
能
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

―
 

知
・
理
 

①
 

②
 

③
 

③
 

③
 

③
 

③
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
確
認
 

・
準
備
運
動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
等
）
 

・
体
力
向
上
に
関
わ
る
運
動
（
動
き
を
持
続
す
る
能
力
を
高
め
る
運
動
）
 

 
 
→
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
（
ア
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
、
ダ
ウ
ン
ス
テ
ッ
プ
、
サ
イ
ド
ス
テ
ッ
プ
等
）
 

 

○
個
人
課
題
練
習
 

 
・
新
体
力
テ
ス
ト
の
デ
ー
タ
か
ら
、
伸
ば
し
た
い
テ
ス
ト
項
目
を

1
種
目
選
択
し
、
そ
れ
を
向
上
さ
せ
る
運
動
を
個
別
に
実
施
 

・
対
象
項
目
は
、
長
座
体
前
屈
、
反
復
横
と
び
、
上
体
起
こ
し
、
立
ち
幅
と
び
、
握
力
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
 

○
グ
ル
ー
プ
課
題
練
習
（
動
き
を
持
続
す
る
能
力
を
高
め
る
運
動
）
 

・
今
ま
で
学
習
し
た
領
域
の
特
性
を
生
か
し
て
、
動
き
を
持
続
す
る
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。
 

 
 
＊
球
技
ゾ
ー
ン
（
ボ
ー
ル
を
用
い
た
運
動
等
）
 

 
 
＊
ダ
ン
ス
ゾ
ー
ン
（
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
等
）
 

 
 
＊
陸
上
競
技
ゾ
ー
ン
（
ラ
ダ
ー
、
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
等
）
 

＊
体
つ
く
り
運
動
ゾ
ー
ン
（
短
な
わ
と
び
、
長
な
わ
と
び
、
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
）
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
振
り
返
り
 

・
学
習
内
容
の
達
成
状
況
（
ね
ら
い
等
）
 

・
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
の
確
認
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（
２
）「

器
械
運
動
（
マ
ッ
ト
運
動
）」

 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
 

９
 

１
０
 

単
元
の
評
価
規
準
 

行
動
量
の
目
安

（
歩
）
 

30
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

30
00
 

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
】
 

①
器
械
運
動
の
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
 

②
よ
い
演
技
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

③
分
担
し
た
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
 
 

④
仲
間
の
学
習
を
援
助
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

⑤
健
康
・
安
全
に
留
意
し
て
い
る
。
 

 【
思
考
・
判
断
】
 

①
学
習
す
る
技
の
合
理
的
な
動
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
付
け
て
い
る
。
 

②
課
題
に
応
じ
て
、
技
の
習
得
に
適
し
た
練
習
方
法
を
選
ん
で
い
る
。
 

③
学
習
し
た
技
か
ら
、「

は
じ
め
－
な
か
－
お
わ
り
」
な
ど
構
成
に
応
じ
た
技

の
組
合
せ
方
を
見
付
け
て
い
る
。
 

④
仲
間
と
学
習
す
る
場
面
で
、
学
習
し
た
安
全
上
の
留
意
点
を
当
て
は
め
て

い
る
。
 

 【
技
能
】
 

①
基
本
的
な
技
の
一
連
の
動
き
を
滑
ら
か
に
し
て
回
る
こ
と
や
静
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
。（

接
点
技
群
・
ほ
ん
転
技
群
・
平
均
立
ち
技
群
）
 

②
開
始
姿
勢
や
終
末
姿
勢
、
組
会
わ
せ
の
動
き
や
手
の
着
き
方
な
ど
を
変
え

て
回
る
こ
と
が
で
き
る
。（

接
点
技
群
・
ほ
ん
転
技
群
）
 
 

③
開
始
姿
勢
や
終
末
姿
勢
、
体
の
向
き
な
ど
を
変
え
て
静
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
。（

平
均
立
ち
技
群
）
 
 

④
学
習
し
た
基
本
的
な
技
を
発
展
さ
せ
て
一
連
の
動
き
で
回
っ
た
り
、
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
静
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
接
点
技
群
・
ほ
ん
転
技
群
・
平
均
立
ち
技
群
） 

⑤
同
じ
グ
ル
ー
プ
や
異
な
る
グ
ル
ー
プ
の
基
本
的
な
技
、
条
件
を
変
え
た
技
、

発
展
技
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
技
を
「
は
じ
め
－
な
か
－
お
わ
り
」
に

組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
接
点
技
群
・
ほ
ん
転
技
群
・
平
均
立
ち
技
群
）
 

  【
知
識
・
理
解
】
 

①
器
械
運
動
の
特
性
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体
例
を
挙
げ
て

い
る
。
 

②
技
の
名
称
や
行
い
方
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
 
 

③
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
 

導
 
入
 

○
オ

リ
エ

ン

テ
ー
シ
ョ
ン

・
ね
ら
い
の
確

認
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
本

時
の

ね

ら
い
等
の
確

認
 

・
準
備
運
動
 

・
単
元
の
ま
と

め
 

展
 
開
 

１
 

○
オ

リ
エ

ン

テ
ー
シ
ョ
ン

・
授
業
の
進
め

方
 

 

  ・
接
転
技
群
 

 

  ・
平
均
立
ち
技

群
 

 

○
基

本
技

練
習
 

・
倒
立
前
転
 

 

  ・
接
転
技
群
 

 

  ・
平
均
立
ち
技

群
 

  ・
伸
膝
前
転
 

  ・
頭
は
ね
起
き
 

・
首
は
ね
起
き
 

  ・
連
続
技
の
選

択
 

  ・
通
し
練
習
 

２
 

○
基
本
練
習
 

・
前
転
 

・
後
転
 

・
倒
立
 

○
い

ろ
い

ろ
な
技
に
挑
戦
 

・
倒
立
 

・
倒
立
前
転
 

 

   ・
開
脚
前
転
 

・
開
脚
後
転
 

・
伸
膝
後
転
 

   ・
側
方
倒
立
回

転
 

 

   ・
ほ
ん
転
技
群

   ・
ロ
ン
ダ
ー
ト

   ・
倒
立
か
ら
 

開
脚
前
転
 

 

   ・
前
方
倒
立
回

転
跳
び
 

 

○
演

技
発

表
の
練
習
 

 

○
演
技
発
表
 

 

ま
と
め
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○

単
元

の
振

り
返
り
 

・
単
元
の
ね
ら

い
 

・
達
成
状
況
 

・
関
連
し
て
高

ま
る
体
力
 

体
力
向
上
を
図

る
た
め
の
指
導

の
手
立
て
 

❶
筋
 
力
（
全
身
を
支
え
た
り
、
突
き
放
し
た
り
す
る
た
め
の
着
手
の
仕
方
、
起
き
上
が
り
や
す
く
す
る
た
め
の
動
き
）
→
 
ほ
ん
転
技
群
の
技
、
腕
立
て
や
体
幹
（
腹
筋
・
背
筋
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
 

 ❷
柔
軟
性
（
体
の
各
部
位
を
ゆ
っ
く
り
伸
展
し
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
約
１
０
秒
間
維
持
す
る
）
→
 
接
転
技
群
の
技
、
首
・
肩
周
り
、
腰
・
股
関
節
、
ハ
ム
ス
ト
リ
ン
グ
な
ど
ペ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
 

 ❸
平
衡
性
（
バ
ラ
ン
ス
よ
く
姿
勢
を
維
持
す
る
た
め
の
力
の
入
れ
方
、
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
を
復
元
さ
せ
る
た
め
の
動
き
方
）
→
 
平
均
立
ち
技
群
の
技
、
倒
立
、
片
足
ス
ク
ワ
ッ
ト
 

構 成 要 素 

体 力 の 

導
 
入
 

 
❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

展 開
 

１
 

 
❶
❷
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

２
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
 

❶
❷
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
 

❶
❷
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

❶
❷
❸
 

評 価 計 画 

関
・
意
・
態
 

 
①

 
 

③
 

④
 

 
 

⑤
 

 
②
 

思
・
判
 

④
 

④
 

①
 

①
 

②
 

②
 

④
 

②
 

③
 

③
 

技
 
能
 

①
 

①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

④
 

④
 

⑤
 

⑤
 

知
・
理
 

①
 

 
③

 
 

②
 

③
 

③
 

③
 

 
③
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
振
り
返
り
 

・
学
習
内
容
の
達
成
状
況
（
ね
ら
い
等
）
 

・
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
の
確
認
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
確
認
 

・
準
備
運
動
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
屈
伸
、
伸
脚
、
ア
キ
レ
ス
腱
伸
ば
し
）
 

・
体
力
向
上
に
関
わ
る
運
動
（
ペ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
 

 ○
い
ろ
い
ろ
な
技
に
挑
戦
 

○
条
件
を
変
え
た
技
の
練
習

○
発
展
技
の
練
習
 

○
発
展
技
の
練
習
 

○
連
続
技
の
練
習
 

○
条
件
を
変
え
た
技
の
練
習

○
基
本
技
練
習
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（
３
）「

陸
上
競
技
（
ハ
ー
ド
ル
走
）」

 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

単
元
の
評
価
規
準
 

行
動
量
の
目
安

（
歩
）
 

25
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
】
 

①
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
 

②
勝
敗
な
ど
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

③
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。
 

④
分
担
し
た
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

⑤
仲
間
の
学
習
を
援
助
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

⑥
健
康
・
安
全
に
留
意
し
て
い
る
。
 

 【
思
考
・
判
断
】
 

①
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
運
動
の
行
い
方
の
ポ
イ

ン
ト
を
見
付
け
て
い
る
。
 

②
課
題
に
応
じ
た
練
習
方
法
を
選
ん
で
い
る
。
 

③
仲
間
と
協
力
す
る
場
面
で
、
分
担
し
た
役
割
に
応
じ
た

活
動
の
仕
方
を
見
付
け
て
い
る
。
 

④
学
習
し
た
安
全
上
の
留
意
点
を
他
の
練
習
や
競
争
場

面
に
当
て
は
め
て
い
る
。
 

 【
技
能
】
 

①
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
走
り
か
ら
滑
ら
か
に
ハ
ー
ド
ル
を
越

す
こ
と
が
で
き
る
。
 

②
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
３
～
５
歩
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
走
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

③
遠
く
か
ら
踏
み
切
り
、
勢
い
よ
く
ハ
ー
ド
ル
を
走
り
越

す
こ
と
が
で
き
る
。
 

④
抜
き
脚
の
膝
を
折
り
た
た
ん
で
横
に
寝
か
せ
て
前
に

運
ぶ
な
ど
の
動
作
で
ハ
ー
ド
ル
を
越
す
こ
と
が
で
き

る
。
 

 【
知
識
・
理
解
】

 
①
ハ
ー
ド
ル
走
の
特
性
や
成
り
立
ち
を
理
解
し
て
い
る
。
 

②
ハ
ー
ド
ル
走
の
技
術
の
名
称
や
行
い
方
を
理
解
し
て

い
る
。
 

③
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
な
ど
を
理
解
し
て
い
る
。

 
 

導
 
入
 

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

・
ク
ラ
ウ
チ
ン
グ
ス
タ
ー

ト
の
確
認
 

 
 

 
 

 
○
 
ま
と
め
の
確
認
 

・
記
録
向
上
に
向
け
て
留

意
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト

の
確
認
 

・
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
リ
ズ

ム
を
意
識
 

展
 
開
 

１
 

○
競
技
特
性
の
理
解
 

・
競
技
の
歴
史
 

・
公
式
種
目
に
つ
い
て
の
確

認
 

○
基
礎
練
習
 

・
ハ
ー
ド
ル
ド
リ
ル
 

・
ハ
ー
ド
ル
上
で
の
動
き
の

確
認
 

○
ハ
ー
ド
リ
ン
グ
を
意
識
し

た
走
り
 

・
リ
ズ
ム
よ
く
 

○
３
歩
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
た
走
り
 

・
リ
ズ
ム
よ
く
駆
け
抜
け
る
。
 

・
ハ
ー
ド
リ
ン
グ
を
意
識
す
る
。
 

○
３
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
計
測
 

・
設
置
台
数
（
３
台
）
 

・
ス
タ
ー
タ
ー
の
方
法
 

・
計
測
方
法
の
確
認
 

○
５
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
計
測
 

・
設
置
台
数
（
５
台
）
 

・
ス
タ
ー
タ
ー
の
方
法
 

・
計
測
方
法
の
確
認
 

２
 

○
ハ
ー
ド
リ
ン
グ
技
術
に
つ

い
て
の
確
認
 

・
振
り
上
げ
脚
 

（
リ
ー
ド
脚
）
 

・
抜
き
脚
 

○
リ
ズ
ム
の
作
り
方
 

・
ハ
ー
ド
ル
走
 

・
特
性
の
理
解
 

○
ス
タ
ー
ト
か
ら
１
台
目
ま

で
 

・
力
強
い
加
速
 

・
速
度
の
維
持
 

○
踏
み
切
り
位
置
と
着
地
位
置
 

・
ハ
ー
ド
ル
を
挟
み
７
：
３
に
な
る
よ
う
に
意
識
す
る
。
 

・
届
か
な
い
、
と
思
う
ぐ
ら
い
遠
く
か
ら
踏
み
切
る
。
 

○
３
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
計
測
 

○
５
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
計
測
 

ま
と
め
 

 
 

 
 

 
 

○
単
元
の
振
り
返
り
 

・
単
元
の
ね
ら
い
 

・
達
成
状
況
 

・
関
連
し
て
高
ま
る
体
力

体
力
向
上
を
図

る
た
め
の
指
導

の
手
立
て
 

❶
敏
捷
性
（
３
～
５
歩
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
駆
け
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
）
→
ハ
ー
ド
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
等
 

❷
瞬
発
力
（
遠
く
か
ら
踏
み
切
り
、
勢
い
よ
く
ハ
ー
ド
ル
を
走
り
越
す
こ
と
が
で
き
る
）
→
遠
く
か
ら
踏
み
切
り
、
勢
い
よ
く
ハ
ー
ド
ル
を
走
り
越
す
等
 

❸
筋
持
久
力
（
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
高
い
ス
ピ
ー
ド
を
維
持
で
き
る
）
→
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
一
定
の
リ
ズ
ム
、
５
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
計
測
等
 

❹
巧
緻
性
（
ハ
ー
ド
ル
上
で
の
姿
勢
や
着
地
、
踏
切
が
無
駄
な
動
き
を
省
い
て
行
え
る
）
→
抜
き
脚
の
膝
を
折
り
た
た
み
横
に
寝
か
せ
て
前
に
運
ぶ
、
ハ
ー
ド
ル
・
ド
リ
ル
等
 

構 成 要 素 

体 力 の 

導
 
入
 

❷
 

❹
 

❹
 

❷
 

❷
 

❷
 

❷
 

展 開
 

１
 

 
❶
 

❷
 

❷
 

❸
 

❶
 

❶
 

２
 

❹
 

❹
 

❶
 

❹
 

❶
 

❸
 

❸
 

評 価 計 画 

関
・
意
・
態
 

④
⑥

 
③

 
①

 
⑤

 
②

 
①

 
②
 

思
・
判
 

①
 

②
 

②
 

③
 

③
 

④
 

④
 

技
 
能
 

①
 

④
 

②
 

③
 

③
 

④
 

①
 

知
・
理
 

①
 

②
 

②
 

②
 

②
 

③
 

③
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
確
認
 

・
準
備
運
動
（
屈
伸
、
伸
脚
、
ア
キ
レ
ス
腱
の
ば
し
、
グ
ラ
ン
ド
・
ハ
ー
ド
リ
ン
グ
等
）
 

・
体
力
向
上
に
関
わ
る
運
動
（
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ハ
ー
ド
ル
・
ド
リ
ル
等
）
 

○
５
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
計
測
 

・
計
測
方
法
の
理
解
 
・
記
録
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の
確
認
 
・
記
録
の
確
認
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
振
り
返
り
 

・
学
習
内
容
の
達
成
状
況
（
ね
ら
い
等
）
 
・
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
の
確
認
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（
４
）「

水
泳
」
 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
 

９
・
10
 

11
・
12
 

単
元
の
評
価
規
準
 

行
動
量
の
目
安

（
ｍ
）
 

40
0ｍ

 
50
0ｍ

 
50
0ｍ

 
50
0ｍ

 
50
0ｍ

 
50
0ｍ

 
50
0ｍ

 
50
0ｍ

 
60
0ｍ

 
40
0ｍ

 
【
関
心
・
意
欲
・
態
度
】
 

①
水
泳
の
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
 

②
勝
敗
な
ど
を
認
め
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
と
し

て
い
る
。
 

③
分
担
し
た
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

④
水
泳
の
事
故
防
止
に
関
す
る
心
得
な
ど
健
康
・
安
全
に

留
意
し
て
い
る
。
 

 【
思
考
・
判
断
】
 

①
泳
法
を
身
に
付
け
る
た
め
の
運
動
の
行
い
方
の
ポ
イ

ン
ト
を
見
付
け
て
い
る
。
 

②
課
題
に
応
じ
た
練
習
方
法
を
選
ん
で
い
る
。
 

③
仲
間
と
協
力
す
る
場
面
で
、
分
担
し
た
役
割
に
応
じ
た

協
力
の
仕
方
を
見
付
け
て
い
る
。
 

④
学
習
し
た
安
全
上
の
留
意
点
を
他
の
練
習
場
面
に
当

て
は
め
て
い
る
。
 

 【
技
能
】
 

①
ク
ロ
ー
ル
で
は
、
手
と
足
、
呼
吸
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

速
く
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
 

②
平
泳
ぎ
で
は
、
手
と
足
、
呼
吸
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
長

く
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
 

③
背
泳
ぎ
で
は
、
手
と
足
、
呼
吸
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
泳

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
 

④
バ
タ
フ
ラ
イ
で
は
、
手
と
足
、
呼
吸
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
 

 【
知
識
・
理
解
】

 
①
水
泳
の
特
性
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体

例
を
挙
げ
て
い
る
。
 

②
技
術
の
名
称
や
行
い
方
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体
例

を
挙
げ
て
い
る
。
 

③
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体
例

を
挙
げ
て
い
る
。
 

     

導
 
入
 

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ
ョ
ン
 

・
学
習
の
進
め
方

・
競
技
特
性
の
確

認
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
 
開
 

１
 

○
水
慣
れ
 

 
（
１
０
分
）
 

○
ク
ロ
ー
ル
 

・
キ
ッ
ク
 

・
ス
ト
ロ
ー
ク
 

 
（
１
５
分
）
 

○
ク
ロ
ー
ル
 

・
コ
ン
ビ
 

 
（
１
５
分
）
 

○
平
泳
ぎ
 

・
キ
ッ
ク
 

・
ス
ト
ロ
ー
ク
 

 
（
１
５
分
）
 

○
ク
ロ
ー
ル
、
 

平
泳
ぎ
 

・
コ
ン
ビ
 

 
（
１
５
分
）
 

○
背
泳
ぎ
 

・
キ
ッ
ク
 

・
ス
ト
ロ
ー
ク
 

 
（
１
５
分
）
 

○
ク
ロ
ー
ル
、
 

平
泳
ぎ
、
 

背
泳
ぎ

 
 
 

・
コ
ン
ビ
 

 
（
１
５
分
）
 

 

○
バ
タ
フ
ラ
イ
 

・
キ
ッ
ク
 

・
ス
ト
ロ
ー
ク
 

 
（
１
５
分
）
 

○
ス

タ
ー

ト
か

ら
タ

ー
ン

練
習
 

・
４
種
目
 

 
（
１
５
分
）
 

○
記
録
会
 

 
（
３
５
分
）
 

２
 

○
い

ろ
い

ろ
な

キ
ッ
ク
 

 
（
２
０
分
）
 

○
ク
ロ
ー
ル
 

・
コ
ン
ビ
 

 
（
１
５
分
）
 

○
平
泳
ぎ
 

・
キ
ッ
ク
 

・
ス
ト
ロ
ー
ク
 

 
（
１
５
分
）
 

○
平
泳
ぎ
 

・
コ
ン
ビ
 

 
（
１
５
分
）
 

○
背
泳
ぎ
 

・
キ
ッ
ク
 

・
ス
ト
ロ
ー
ク
 

 
（
１
５
分
）
 

  

○
背
泳
ぎ
 

・
コ
ン
ビ
 

 
（
１
５
分
）
 

 

○
バ
タ
フ
ラ
イ
 

・
キ
ッ
ク
 

・
ス
ト
ロ
ー
ク
 

 
（
１
５
分
）
 

○
バ
タ
フ
ラ
イ
 

・
コ
ン
ビ
 

 
（
１
５
分
）
 

○
時
間
泳
 

・
４
種
目
か
ら
 

 
（
１
５
分
）
 

ま
と
め
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○

単
元

の
振

り

返
り
 

・
単
元
の
ね
ら
い

・
達
成
状
況
 

・
関

連
し

て
高

ま
る
体
力
 

体
力
向
上
を
図

る
た
め
の
指
導

の
手
立
て
 

❶
筋
持
久
力
（
一
定
の
時
間
や
距
離
を
、
筋
肉
を
動
か
し
続
け
な
が
ら
運
動
す
る
）
→
特
に
バ
タ
フ
ラ
イ
、
水
中
運
搬
等
 

❷
全
身
持
久
力
（
一
定
の
時
間
や
距
離
を
持
続
し
て
泳
ぐ
）
→
泳
い
だ
り
、
水
中
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
 

❸
瞬
発
力
（
一
定
の
リ
ズ
ム
で
強
い
力
を
発
揮
し
た
り
、
素
早
く
運
動
す
る
）
→
ス
タ
ー
ト
や
タ
ー
ン
、
プ
ル
や
キ
ッ
ク
等
 

❹
柔
軟
性
（
大
き
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
の
各
部
位
を
回
し
た
り
、
曲
げ
伸
ば
し
た
り
す
る
）
→
プ
ル
の
あ
と
の
リ
カ
バ
リ
ー
等
 

構 成 要 素 

体 力 の 

導
 
入
 

 
❶
❷
 

展 開
 

１
 

 
❸
 

❶
❸
 

❸
❹
 

❶
❷
 

❸
 

❶
❸
 

❷
❸
 

❸
 

❶
❷
❸
❹
 

２
 

❸
 

❶
❸
 

❸
❹
 

❶
❹
 

❸
 

❶
❸
 

❷
❸
 

❷
❸
 

❶
 

評 価 計 画 

関
・
意
・
態
 

②
④

 
①

 
①

 
①

 
①

 
①

 
①

 
①
 

①
 

③
 

思
・
判
 

④
 

①
 

①
 

②
 

①
 

②
 

①
 

②
 

②
 

③
 

技
 
能
 

 
①

 
①
②

 
②

 
①
②
③

 
③

 
①
②
③
④

 
④
 

①
②
③
④
 

①
②
③
④
 

知
・
理
 

①
 

②
 

②
 

②
 

②
 

②
 

②
 

②
 

③
 

 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
振
り
返
り
 

・
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
安
全
面
の
確
認
）
 

・
学
習
内
容
の
達
成
状
況
（
ね
ら
い
等
）
 

・
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
の
確
認
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
確
認
 

・
準
備
運
動
（
肩
や
脚
、
股
関
節
を
中
心
と
し
た
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）
 

・
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
安
全
面
の
確
認
）
 

・
体
力
向
上
に
関
わ
る
運
動
（
水
中
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
水
中
運
搬
）
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（
５
）「

武
道
（
柔
道
）」

 

 
１
 

２
・
３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
・
９
 

10
 

単
元
の
評
価
規
準
 

行
動
量
の
目
安

（
歩
）
 

40
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

40
00
 

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
】
 

①
柔
道
の
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
 

②
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を
守
ろ
う
と

し
て
い
る
。
 

③
分
担
し
た
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

④
仲
間
の
学
習
を
援
助
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

⑤
禁
じ
技
を
用
い
な
い
な
ど
健
康
・
安
全
に
留
意
し
て
い

る
。
 

 【
思
考
・
判
断
】
 

①
技
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
運
動
の
行
い
方
の
ポ
イ
ン
ト

を
見
付
け
て
い
る
。
 

②
課
題
に
応
じ
た
練
習
方
法
を
選
ん
で
い
る
。
 

③
仲
間
と
協
力
す
る
場
面
で
、
分
担
し
た
役
割
に
応
じ
た

協
力
の
仕
方
を
見
付
け
て
い
る
。
 

④
学
習
し
た
安
全
上
の
留
意
点
を
他
の
練
習
場
面
に
当
て

は
め
て
い
る
。
 

 【
技
能
】
 

①
投
げ
技
で
は
、
取
（
技
を
か
け
る
人
）
と
受
（
技
を
受

け
る
人
）
の
双
方
が
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
基
本
動
作

か
ら
比
較
的
安
定
し
て
投
げ
た
り
、
受
け
身
を
と
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

②
固
め
技
で
は
、
取
と
受
の
双
方
が
、
比
較
的
安
定
し

て
抑
え
た
り
、
応
じ
た
り
（
逃
れ
た
り
）
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
 

 【
知
識
・
理
解
】
 

①
柔
道
の
特
性
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体

例
を
挙
げ
て
い
る
。
 

②
柔
道
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
理
解
し
た
こ
と

を
言
っ
た
り
書
き
出
し
た
り
し
て
い
る
。
 

③
技
の
名
称
や
行
い
方
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体
例
を

挙
げ
て
い
る
。
 

④
柔
道
に
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
に
つ
い
て
、
学
習
し
た

具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
 

⑤
試
合
の
行
い
方
に
つ
い
て
学
習
し
た
具
体
例
を
挙
げ

て
い
る
。
 

  

導
 
入
 

〇
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン
 

 ・
競
技
特
性
の
確
認
 

・
学
習
の
進
め
方
 

 
 

 
 

 
 

〇
本

時
の

ね
ら

い
等

の
確
認
 

・
準
備
運
動
 

・
単
元
の
ま
と
め
 

展
 
開
 

１
 

〇
基
本
動
作
 

・
礼
法
 

・
体
さ
ば
き
 

・
進
退
動
作
 

 

   ・
崩
し
と
体
さ
ば
き
 

   ・
抑
え
込
み
の
条
件
 

・
け
さ
固
め
 

   ・
横
四
方
固
め
 

・
上
四
方
固
め
 

   ・
技
の
入
り
方
 

   ・
技
の
返
し
方
 

   ・
背
中
合
わ
せ
か
ら
試

合
 

   ・
背
中
合
わ
せ
か
ら
試

合
 

２
 

〇
基
本
動
作
 

・
受
け
身
 

〇
相

手
の

動
き

に
応

じ
た
基
本
動
作
 

・
受
け
身
 

   ・
前
さ
ば
き
（
ひ
ざ
車

支
え
つ
り
込
み
足
）

   ・
前
さ
ば
き
（
大
外
刈

り
、
小
内
刈
り
）
 

   ・
後
ろ
さ
ば
き
（
体
落

と
し
）
 

   ・
前
回
り
さ
ば
き
（
大

腰
）
 

 

   ・
進
退
動
作
と
の
関
連

 

   ・
簡
単
な
試
合
 

ま
と
め
 

〇
本

時
の

ね
ら

い
等

の
振
り
返
り
 

・
今
日
の
課
題
と
次
回

予
告
 

◎
関

連
し

て
高

ま
る

体
力
の
確
認
 

 
 

 
 

 
 

○
単
元
の
振
り
返
り
 

・
単
元
の
ね
ら
い
 

・
達
成
状
況
 

・
関

連
し

て
高

ま
る

体
力
 

体
力
向
上
を
図

る
た
め
の
指
導

の
手
立
て
 

❶
筋
持
久
力
（
複
数
の
異
な
る
運
動
例
を
組
み
合
わ
せ
て
、
時
間
や
回
数
を
決
め
て
持
続
す
る
）
→
抑
え
た
り
返
し
た
り
す
る
攻
防
等
 

❷
巧
緻
性
（
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
体
の
移
動
）
→
す
り
足
、
歩
み
足
、
継
ぎ
足
等
 

❸
瞬
発
力
（
重
い
も
の
を
押
し
た
り
、
引
い
た
り
、
投
げ
た
り
、
受
け
た
り
、
振
っ
た
り
、
回
し
た
り
す
る
）
→
体
さ
ば
き
、
投
げ
技
等
 

❹
筋
力
（
相
手
の
動
き
に
応
じ
て
相
手
の
態
勢
を
不
安
定
に
し
、
技
を
か
け
や
す
い
状
態
を
つ
く
る
）
→
固
め
技
、
崩
し
等
 

構 成 要 素 

体 力 の 

導
 
入
 

❶
❷
❹
 

❶
❷
❹
 

❶
❷
❹
 

❶
❷
❹
 

❶
❷
❹
 

❶
❷
❹
 

❶
❷
❹
 

❶
❷
❹
 

展 開
 

１
 

❷
❸
 

❷
❸
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

❶
❹
 

２
 

❷
 

❷
 

❷
❸
❹
 

❷
❸
❹
 

❷
❸
❹
 

❷
❸
❹
 

❷
❸
❹
 

❷
❸
❹
 

評 価 計 画 

関
・
意
・
態
 

 
④
 

⑤
 

 
 

①
 

③
 

②
 

思
・
判
 

④
 

①
 

①
 

②
 

①
 

②
 

③
④
 

④
 

技
 
能
 

①
 

①
 

①
②
 

①
②
 

①
②
 

①
②
 

①
②
 

②
 

知
・
理
 

①
 

 
③
 

②
 

④
 

 
 

⑤
 

〇
本
時
の
ね
ら
い
等
の
確
認
 

・
準
備
運
動
（
ペ
ア
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
等
）
 

・
体
力
向
上
に
つ
な
が
る
運
動
（
腹
筋
、
背
筋
、
腕
立
て
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
等
）
 

〇
基
本
と
な
る
技
 

〇
相
手
の
動
き
に
応
じ
た
 

基
本
動
作
、
基
本
と
な
る
技
 

〇
抑
え
る
攻
防
を
展
開
す
る
。
 

〇
基
本
と
な
る
技
 

〇
相
手
を
崩
し
て
技
を
か
け
る
。
 

〇
本
時
の
ね
ら
い
等
の
振
り
返
り
 

・
学
習
内
容
の
達
成
状
況
（
学
習
カ
ー
ド
の
記
入
等
）
 

・
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
の
確
認
（
筋
持
久
力
、
巧
緻
性
、
筋
力
等
）
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（
６
）「

ダ
ン
ス
（
現
代
的
な
リ
ズ
ム
の
ダ
ン
ス
）」

 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
 

単
元
の
評
価
規
準
 

行
動
量
の
目
安

（
歩
）
 

15
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

40
00
 

20
00
 

【
関
心
・
意
欲
・
態
度
】
 

①
ダ
ン
ス
の
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
。
 

②
よ
さ
を
認
め
合
お
う
と
し
て
い
る
。
 

③
分
担
し
た
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

④
健
康
・
安
全
に
留
意
し
て
い
る
。
 

 【
思
考
・
判
断
】
 

①
自
分
の
興
味
や
関
心
に
合
っ
た
テ
ー
マ
や
踊
り
を
設

定
し
て
い
る
。
 

②
課
題
に
応
じ
た
練
習
方
法
を
選
ん
で
い
る
。
 

③
発
表
の
場
面
で
、
仲
間
の
よ
い
動
き
や
表
現
な
ど
を
指

摘
し
て
い
る
。
 

④
学
習
し
た
安
全
上
の
留
意
点
を
学
習
す
る
場
面
に
当

て
は
め
て
い
る
。
 

 【
技
能
】
 

①
簡
単
な
繰
り
返
し
の
リ
ズ
ム
で
踊
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

②
リ
ズ
ム
を
と
ら
え
て
自
由
に
踊
っ
た
り
、
相
手
と
対
応

し
な
が
ら
踊
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

③
リ
ズ
ム
に
変
化
を
付
け
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

④
ア
ク
セ
ン
ト
を
加
え
る
な
ど
し
て
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

続
け
て
踊
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 【
知
識
・
理
解
】
 

①
ダ
ン
ス
の
特
性
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体
例
を
挙
げ

て
い
る
。
 

②
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
、
学
習
し
た
具
体
例
を
挙
げ
て

い
る
。
 

③
ダ
ン
ス
に
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
に
つ
い
て
、
学
習
し

た
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
 

導
 
入
 

 
 

 
 

 
 

 
 

展
 
開
 

１
 

○
ダ

ン
ス

の
ス

テ
ッ

プ
や

ア
ク

セ
ン

ト
な
ど
を
学
ぶ
。
 

○
ダ

ン
ス

の
ス

テ
ッ

プ
や

ア
ク

セ
ン

ト
な
ど
を
学
ぶ
。
 

○
中
間
発
表
①
 

・
曲
の
一
部
分
を
発
 

表
す
る
。
 

○
学

習
計

画
に

そ
っ

て
ダ

ン
ス

を
つ

く
る
。
 

・
曲
の
約
半
分
の
流
 

れ
を
つ
く
る
。
 

○
学

習
計

画
に

そ
っ

て
ダ

ン
ス

を
つ

く
る
。
 

・
曲
の
約
半
分
に
ア
 

レ
ン
ジ
を
加
え
る
。

○
学

習
計

画
に

そ
っ

て
ダ

ン
ス

を
つ

く
る
。
 

・
残
り
の
部
分
を
つ
 

く
り
、
ス
テ
ッ
プ
や

ア
ク

セ
ン

ト
等

動
き

に
工

夫
を

入
れ

て
い
く
。
 

○
学

習
計

画
に

そ
っ

て
ダ

ン
ス

を
つ

く
る
。
 

・
踊
り
こ
ん
で
動
き
 

の
質

や
タ

イ
ミ

ン
グ
等
を
高
め
る
。
 

○
ダ
ン
ス
の
確
認
 

・
グ
ル
ー
プ
ご
と
発
 

表
に
向
け
て
、
リ
ハ

ー
サ

ル
と

動
き

の
確
認
を
す
る
。
 

２
 

○
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
 

○
学
習
計
画
の
作
成
 

○
学

習
計

画
に

そ
っ

て
ダ

ン
ス

を
つ

く
る
。
 

・
曲
の
一
部
分
の
ダ
 

 
ン
ス
を
つ
く
る
。
 

○
学

習
計

画
に

そ
っ

て
ダ

ン
ス

を
つ

く
る
。
 

・
発
表
部
分
の
改
善
 

と
残

り
の

部
分

を
作
っ
て
い
く
。
 

○
中
間
発
表
②
 

・
曲
の
約
半
分
を
発
 

表
す
る
。
 

○
発
表
会
 

ま
と
め
 

○
学
習
の
振
り
返
り
 

・
次
回
以
降
の
学
習
 

に
見

通
し

を
持

た

せ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

○
単
元
の
振
り
返
り
 

・
単
元
の
ね
ら
い
 

・
達
成
状
況
 

・
関

連
し

て
高

ま
る

体
力
 

体
力
向
上
を
図

る
た
め
の
指
導

の
手
立
て
 

❶
柔
軟
性
（
大
き
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
全
身
や
体
の
各
部
分
を
振
っ
た
り
曲
げ
る
等
）
→
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
大
き
な
動
き
等
 

❷
平
衡
性
（
仲
間
と
呼
応
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
な
ど
）
→
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
、
ス
ト
ッ
プ
、
ア
ク
セ
ン
ト
、
リ
ズ
ム
の
変
化
等
 

❸
全
身
持
久
力
（
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
り
続
け
る
こ
と
）
→
１
曲
を
踊
り
き
る
 

構 成 要 素 

体 力 の 

導
 
入
 

 
 

❶
❷
 

❷
 

❷
 

❷
 

❷
 

 

展 開
 

１
 

❶
❷
 

❶
❷
 

❶
❷
 

❸
 

❶
❷
 

❶
❷

❸
 

❸
 

❶
❷
 

２
 

 
❸
 

❷
 

❸
 

❸
 

評 価 計 画 

関
・
意
・
態
 

①
 

④
 

③
 

①
 

②
 

①
 

④
 

①
 

思
・
判
 

①
 

④
 

③
 

②
 

③
 

②
 

④
 

③
 

技
 
能
 

①
 

①
 

②
 

②
 

③
 

③
 

④
 

④
 

知
・
理
 

①
 

③
 

②
 

 
 

 
 

③
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
確
認
 

・
準
備
運
動
（
心
と
体
を
ほ
ぐ
す
運
動
等
）
 

・
体
力
向
上
に
関
わ
る
運
動
（
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ッ
プ
や
ア
ク
セ
ン
ト
、
１
曲
を
通
し
て
踊
る
こ
と
等
）
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
振
り
返
り
 

・
学
習
内
容
の
達
成
状
況
（
ね
ら
い
等
）
 

・
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
の
確
認
 

・
次
時
の
学
習
に
見
通
し
を
持
つ
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４
 
実
証
授
業
指
導
計
画
 
（
１
）
単
元
指
導
計
画
「
球
技
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）」

 

 
１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
 

７
 

８
 

９
・
10
・
11
 

12
 

単
元
の
評
価
規
準
 

行
動
量
の
目
安
（
歩
） 

30
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

50
00
 

30
00
 

30
00
 

30
00
 

【
関
心
、
意
欲
、
態
度
】
 

①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
。
 

②
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。
 

③
分
担
し
た
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。
 

④
作
戦
な
ど
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
に
参
加
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
 

⑤
仲
間
の
学
習
を
援
助
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

⑥
健
康
・
安
全
に
留
意
し
て
い
る
。
 

 【
思
考
・
判
断
】
 

①
ボ
ー
ル
操
作
や
ボ
ー
ル
を
持
た
な
い
と
き
の
動
き
な

ど
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
運
動
の
お
こ
な
い

方
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
付
け
て
い
る
。
 

②
自
己
や
チ
ー
ム
の
課
題
を
見
付
け
て
い
る
。
 

③
提
供
さ
れ
た
練
習
方
法
か
ら
自
己
や
チ
ー
ム
の
課
題

に
応
じ
た
練
習
方
法
を
選
ん
で
い
る
。
 

④
仲
間
と
協
力
す
る
場
面
で
分
担
し
た
役
割
に
応
じ
た

協
力
の
仕
方
を
見
付
け
て
い
る
。
 

⑤
学
習
し
た
安
全
上
の
留
意
点
を
他
の
練
習
場
面
や
試

合
場
面
に
当
て
は
め
て
い
る
。
 

 【
技
能
(ネ

ッ
ト
型
)】

 

①
サ
ー
ビ
ス
で
は
ボ
ー
ル
の
中
心
付
近
を
と
ら
え
る
。
 

②
相
手
側
の
開
い
た
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
を
返
す
。
 

③
味
方
が
操
作
し
や
す
い
位
置
に
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
。
 

④
テ
イ
ク
バ
ッ
ク
を
と
っ
て
肩
よ
り
高
い
位
置
か
ら
ボ

ー
ル
を
打
つ
。
 

⑤
相
手
の
打
球
に
備
え
た
準
備
姿
勢
が
と
れ
る
。
 

⑥
各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
定
位
置
に
戻
る
。
 

  【
知
識
・
理
解
】
 
 

①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
特
性
や
成
り
立
ち
に
つ
い
て
学
習

し
た
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
 

②
技
術
の
名
称
や
行
い
方
に
つ
い
て
学
習
し
た
具
体
例

を
挙
げ
て
い
る
。
 

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
に
つ
い
て

学
習
し
た
具
体
例
を
挙
げ
て
い
る
。
 

④
試
合
の
行
な
い
方
に
つ
い
て
学
習
し
た
具
体
例
を
挙

げ
て
い
る
。
 

   

導
 
入
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 ○
本

時
の

ね
ら

い

等
の
確
認
 

・
準
備
運
動
 

・
ゲ
ー
ム
運
営
確
認

 

展
 
開
 

１
 

○
オ
ー
バ
ー
ハ

ン
ド
パ
ス
 

・
手
の
形
づ
く

り
 

・
直
上
パ
ス
 

○
２
人
以
上
で

の
パ
ス
 

・
対
人
パ
ス
 

・
円
陣
パ
ス
 

○
サ
ー
ブ
 

・
ア
ン
ダ
ー
ハ

ン
ド
サ
ー
ブ

・
フ
ロ
ー
タ
ー

サ
ー
ブ
 

○
サ
ー
ブ
か
ら

の
簡
易

ゲ
ー

ム
 

・
ラ
リ
ー
を
長

く
続
け

る
こ

と
を
目

標
に

行
う
。
 

 

○
ス
パ
イ
ク
 

・
フ
ォ

ー
ム
づ

く
り
 

・
３
歩

助
走
か

ら
の

ス
パ
イ

ク
 

○
ブ
ロ
ッ
ク
 

・
ブ
ロ
ッ
ク
の

形
づ
く
り
 

・
そ
の
場
で
ブ

ロ
ッ
ク
練

習
を
行
う
。
 

○
三
段
攻
撃
 

・
セ
ッ
タ
ー
へ

手
投

げ
パ

ス
を

し
て

ス
パ

イ
ク

を
行

う
。
 

 

○
ゲ
ー
ム
 

・
今
ま
で
の
学
習

内
容

を
活

用
し

ゲ
ー

ム
を

行
う
。
 

・
ゲ
ー
ム
の
中
で

チ
ー

ム
の

課
題
を
つ
か
む
 

・
審
判
方
法
を
理

解
す
る
。
 

 ○
チ
ー
ム
練
習
 

・
前
時
の
ゲ
ー
ム
の
課
題
か

ら
練
習
方
法
を
選
択
し
チ

ー
ム
練
習
を
行
う
。
 

  

○
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
 
 
 
 

・
組
み
合
わ
せ
、
試

合
順
、
審
判
な
ど

生
徒
が
運
営
し

て
試
合
を
行
う
。

  

２
 

○
ア
ン
ダ
ー
ハ

ン
ド
パ
ス
 

・
手
の
形
づ
く

り
 

・
直
上
パ
ス
 

○
パ
ス
で
の
簡

易
ゲ
ー
ム
 

・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー

ル
へ

の
パ
ス
 

・
低
い
ネ
ッ
ト

で
ゲ
ー
ム
 

○
サ
ー
ブ
と
サ

ー
ブ

レ
シ

ー
ブ
 

・
正
面
へ
の
ボ

ー
ル

レ
シ

ー
ブ
 

・
動
い
て
サ
ー

ブ
レ
シ
ー
ブ

○
サ
ー
ブ
か
ら

の
簡
易

ゲ
ー

ム
 

・
相
手
コ
ー
ト

の
空
間

を
ね

ら
う
。
 

○
ス
パ

イ
ク
を

使
っ

た
簡

易
ゲ
ー
ム
 

・
セ
ッ

タ
ー
へ

手
投

げ
パ
ス

か
ら

ゲ
ー
ム

を
行
う
。
 

 

○
ブ
ロ
ッ
ク
 

・
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
っ

て
移

動
し

て
ブ

ロ
ッ
ク

を
行

う
。
 

 

○
三
段
攻
撃
 

・
サ
ー
ブ
レ
シ

ー
ブ

か
ら
三

段
攻

撃
に

結
び
つ
け
る
。

 

○
ゲ
ー
ム
 

・
展
開

1
の
チ
ー
ム
練
習
を

も
と
に
ゲ
ー
ム
を
行
う
。

   

ま
と
め
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○
単
元
の
振
り
返
り
 

・
単
元
の
ね
ら
い
 

・
達
成
状
況
 

・
関

連
し

て
高

ま

る
体
力
 

体
力

向
上
を

図
る

た
め

の
指

導
の
 

手
立
て
 

❶
巧
緻
性
（
空
い
た
場
所
へ
の
返
球
や
操
作
し
や
す
い
位
置
へ
の
つ
な
ぎ
）
→
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
へ
の
パ
ス
練
習
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
パ
ス
ゲ
ー
ム
等
 

❷
敏
捷
性
（
相
手
の
打
球
に
備
え
た
準
備
姿
勢
や
定
位
置
に
素
早
く
戻
る
動
き
）
→
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
パ
ス
練
習
、
連
続
し
た
動
き
の
中
で
の
パ
ス
や
レ
シ
ー
ブ
練
習
等
 

❸
ス
ピ
ー
ド
（
ボ
ー
ル
の
中
心
を
と
ら
え
る
こ
と
や
正
確
な
イ
ン
パ
ク
ト
の
為
に
素
早
く
動
く
事
、
定
位
置
に
戻
る
等
の
動
き
）
→
ス
パ
イ
ク
の
助
走
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
練
習
等
 

❹
筋
持
久
力
（
ラ
リ
ー
中
に
ボ
ー
ル
を
と
ら
え
る
位
置
へ
の
移
動
や
定
位
置
に
戻
る
動
き
を
繰
り
返
し
持
続
す
る
）
→
連
続
レ
シ
ー
ブ
練
習
等
 

構 成 要 素 

体 力 の 

導
 
入
 

 
❷
❹
 

 

展
開
 

１
 

❶
 

❷
 

❶
 

❶
 

❸
 

❶
 

❸
 

❶
❷
❸
❹
 

２
 

❶
 

❶
 

❷
 

❹
 

❹
 

❷
 

❸
 

評 価 計 画 

関
・
意
・
態
 

①
 

⑤
 

③
 

④
 

⑤
 

①
 

③
 

②
 

①
④
 

②
 

思
・
判
 

②
 

①
 

①
 

③
 

③
 

①
 

①
 

④
 

⑤
 

①
 

技
 
能
 

③
 

③
⑤

 
①

 
②

 
④

 
⑤

 
①

 
②
⑥
 

①
②
③
④
⑤
⑥
 

知
・
理
 

①
②

 
③

 
②

 
 

②
 

 
 

④
 

③
 

④
 

○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
確
認
 

・
準
備
運
動
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
肩
や
股
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ
等
）
 

・
体
力
向
上
に
関
わ
る
運
動
（
踏
み
込
み
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
）
 

 ○
本
時
の
ね
ら
い
等
の
振
り
返
り
 

・
学
習
内
容
の
達
成
状
況
（
ね
ら
い
等
）
 

・
関
連
し
て
高
ま
る
体
力
の
確
認
 

○
本

時
の

ね
ら

い
等

の
確
認
 

・
準
備
運
動
 

・
チ
ー
ム
選
択
に
よ
る

体
力
向
上
運
動
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（
２
）
学
習
指
導
計
画
「
球
技
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
」（

全
1
2
時
間
中
の

5
時
間
目
）
 

【
本
時
の
ね
ら
い
】
○
テ
イ
ク
バ
ッ
ク
を
取
っ
て
肩
よ
り
高
い
位
置
か
ら
ボ
ー
ル
を
打
ち
込
む
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 ○

提
供
さ
れ
た
練
習
方
法
か
ら
自
己
や
チ
ー
ム
の
課
題
に
応
じ
た
練
習
方
法
を
選
ぶ
。
 

 
 

学
習

活
動

 

 
○
主
な

学
習
活
動
 

 
・
具
体

的
な
活
動

内
容
 

指
導

の
手

立
て
 

○
指

導
上

の
キ

ー
ワ

ー
ド

 

◎
体

力
向

上
を

図
る

た
め

の
向

け
た
工

夫
 

具
体
の
評

価
規
準
 

評
価
内
容

○
観
点
 

○
評
価
方

法
 

・
評
価
の

ポ
イ
ン
ト
 

導
 
入
 

（
1
0
分

）
 

○
本
時
の

ね
ら
い
等

の
確
認
 

 
・
準
備

運
動
（
肩

周
り
や

股
関
節
の

ス
ト

レ
ッ

チ
等

）
 

 
・
体
力

向
上
に
つ

な
が
る

運
動
（
瞬

発
力

、
巧

緻
性

）
 

 
 

①
踏

み
込
み
キ

ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
 

 
 

②
フ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使

っ
た
パ
ス
 

○
「

肩
よ

り
高

い
位

置
か

ら
ス
パ
イ
ク

」
を
打

つ
。
 

 ◎
ボ

ー
ル

を
投

げ
る

時
、
肩

よ
り

高
い

位
置

か
ら

踏
み

こ
ん

で
投

げ
る

。
 

◎
サ

イ
ド

ス
テ

ッ
プ

で
動

き
な

が
ら
パ

ス
を

す
る

。
 

○
関
①
⑤
 

 

○
行
動
観

察
 

・
学
習

に
繰
り

返
し

取
り
組

も
う
と
し

て
い
る
。
 

・
仲
間

の
学
習

を
援

助
し
よ

う
と
し
て

い
る
。
 

展
開

１
 

（
2
0
分

）
 

○
ス
パ
イ

ク
の
動
作

づ
く
り
 

 
・
ネ
ッ

ト
際
で
の

ス
パ
イ

ク
動
作
づ

く
り

 

 
・

3
歩

助
走
か
ら

の
ス
パ

イ
ク
動
作

づ
く

り
 

 
・
チ
ー

ム
で
練
習

内
容
の

選
択

 

 

行
動
量
の

少
な
い
生

徒
へ
の

か
か
わ

り
 

・
セ
ッ
タ

ー
役
が
手

で
ト
ス

を
投
げ

上
げ

る
 

・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の

ネ
ッ
ト

を
使
っ

て
行

う
 

 

○
「

肩
よ

り
高

い
位

置
」

か
ら
打
ち
込

む
。
 

・
腕

を
ス

イ
ン

グ
す

る
時

、
肩

よ
り
高

い
位

置
を
保

つ
。

・
「

タ
ン

・
タ

・
タ

ン
」

の
3
歩
助

走
か

ら
空
中

で
ス

パ
イ

ク
動

作
を

す
る

。
 

◎
助

走
か

ら
の

ス
パ

イ
ク

動
作

を
連

続
し

て
繰

り
返

し
行

う
。
 

○
3
歩

助
走

か
ら

ス
パ

イ
ク

を
行
う
。
 

・
チ

ー
ム

で
話

し
合

い
練

習
方
法
を
選

択
し
て

行
う
。

○
技
④
 

   ○
思
③
 

○
行
動
観

察
 

・
テ
イ

ク
バ
ッ

ク
を

と
っ
て

肩
よ
り
高

い
位

置
か

ら
ボ

ー
ル

を
打

ち
込

ん

で
い
る
。
 

○
行
動
観

察
 

・
提
供

さ
れ
た

練
習

方
法
か

ら
自
己
や

チ
ー

ム
の

課
題

に
応

じ
た

練
習

方

法
を
選
ん

で
い
る
。
 

 

展
開

２
 

（
1
5
分

）
 

○
ス
パ
イ

ク
を
意
識

し
て
行

う
簡
易
ゲ

ー
ム

 

 
・

サ
ー

ブ
の

代
わ

り
に

セ
ッ

タ
ー

に
ボ

ー
ル

を
投

げ
、

ト
ス

を
ス

パ
イ

ク
す

る
と

こ
ろ

か

ら
ゲ
ー
ム

を
開
始
す

る
。
 

 
 

 

 

 

○
ス

パ
イ

ク
を

ゲ
ー

ム
に

活
用
す
る
。
 

・
最

初
の

攻
撃

が
ス

パ
イ

ク
に

な
る

よ
う

に
意

識
す

る
。
 

・
ゲ

ー
ム

中
、

全
員

に
ス

パ
イ
ク
の
機

会
を
作

る
。
 

  

○
関
②
 

   ○
技
④
 

○
行
動
観

察
、
学
習

カ
ー
ド
 

・
ル
ー
ル

を
守
り
、
相
手
を

尊
重
し
た

り
、
健
闘

を
認
め
た

り
し
て

い
る

。
 

 ○
行
動
観

察
 

・
テ
イ

ク
バ
ッ

ク
を

と
っ
て

肩
よ
り
高

い
位

置
か

ら
ボ

ー
ル

を
打

ち
込

ん

で
い
る
。
 

ま
と

め
 

（
5
分

）
 

○
本
時
の

ね
ら
い
等

の
確
認
 

 
・
学
習

カ
ー
ド
の

図
を
確

認
し
な
が

ら
動

作
の

確
認

、
自

己
評

価
を

す
る

。
 

○
関
連
し

て
高
ま
る

体
力
に

つ
い
て
確

認
す

る
。

 

 
・

全
力

で
の

ジ
ャ

ン
プ

や
、

そ
の

連
続

が
瞬

発
力

・
筋

持
久

力
の

向
上

に
つ

な
が

る
こ

と

を
確
認
す

る
。
 

○
ス

パ
イ

ク
の

ポ
イ

ン
ト

を
ま
と
め
る

。
 

・
助

走
か

ら
空

中
の

動
作

の
ポ
イ
ン
ト

を
振
り

返
る
。

◎
体

力
に

つ
い

て
の

ま
と

め
 

 
本

時
の

学
習

内
容

に
関

連
し

て
高
ま

る
体

力
（

瞬
発

力
、

筋
持

久
力

）
に

つ
い

て
確

認
す
る

。
 

○
知
②
 

○
学
習
カ

ー
ド
 

・
技
術

の
名
称

や
技

能
を
身

に
付
け
る

た
め
の
行

い
方
に
つ

い
て

、
具
体

的

な
例

を
挙

げ
た

り
し

て
説

明
し

て

い
る
。
 

※
 
下
線
部
は
言
語
活
動
に
関
連
す
る
内
容
 

行
動
量
の

少
な
い
生

徒
へ
の

か
か
わ
り

 

・
セ
ッ
タ

ー
が
ボ
ー

ル
を
手

で
投
げ
る

（
正

確
で

易
し

い
ボ

ー
ル

に
す

る
）
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（３）体力向上カード(男子)          年  組 氏名          
テスト項目 握     力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 持 久走 ５０ｍ走 立ち幅とび ハンドボール投げ

単位 kg 回 cm 回 分 秒 秒 cm m 

体力要素 筋   力 筋力・筋持久力 柔軟性 敏しょう性 全身持久力 瞬発力・筋力 瞬発力 巧ち性・投力

１回目                 

２回目                 

H21全国平均 24,66 3 23,96 5 39,39 5 48,37 5 7”01 4 8,48 3 180,72 3 19,21 4

H21都 平 均 23,69 3 22,79 5 37,75 4 44,81 4 7”18 4 8,69 3 173,96 3 17,84 3

 

（レーダーチャート） （１回目本人分析）合計（   ）点 評価（   ） 
 
 
 
 
 

（2 回目本人分析）合計（   ）点 評価（   ） 

◎  特に高めることができる   ○ 高めることができる 

                                                       

単元名 
自己の体力テストの結果を分析して、学習する領域の特性に触れ運動の楽しさを味わうために

は、どのような体力の構成要素を高めればよいか記入する。 
行動量の目安

体つくり運動   

器械運動   

陸上競技   

水 泳   

球 技   

武 道   

ダンス   

部活動など   

 

（保護者コメント） 

  
筋力 柔軟性 敏しょう性 全身持久力 筋持久力 瞬発力 スピード 巧ち性 平衡

こう

性 投力 

体つくり運動 ◎ ◎ ○ ◎    ◎   
器械運動 ◎ ◎       ◎  
陸上競技  ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○   
水 泳  ○  ◎ ○ ◎     
球 技 ◎  ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎  ○ 
武 道 ○    ◎ ◎  ◎   
ダンス  ◎ ○ ○ ◎    ◎  

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

持久走

５０ｍ走

立ち幅とび

ハンド

□：1 回目 □：2 回目 □：東京都 □：全国
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Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 単元における生徒の行動量の変化 

(1) 球技（バレーボール）における生徒の行動量の変化 

  ア 調査目的 学習過程における生徒の行動量の平均値及び最大値・最小値の結果から、実

態と課題等を考察し、体力向上を図るための指導の工夫に資する。 

    イ 調査対象 研究員在籍校２年生男子（計 114 名） 

      ウ 調査方法 調査は、平成 22 年９月及び 10 月に歩数計を用いて実施した。授業開始時に

生徒が歩数計を付け、２時間目、５時間目、12 時間目の授業終了時の数値を測

定し、行動量の目安とした。 

 (2) 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 結果 

   ・平均値は、２時間目 3328 歩、５時間目 3555 歩、12 時間目 3549 歩であった。 

   ・最大値は、２時間目 4351 歩、５時間目 4961 歩、12 時間目 4777 歩であった。 

   ・最小値は、２時間目 1992 歩、５時間目 2197 歩、12 時間目 2116 歩であった。 

   ・平均値、最大値、最小値ともに５時間目、12 時間目、２時間目の順で数値が大きかった。 

   ・歩数計の値が 4000 歩以上の生徒の割合は、２時間目約７％、５時間目約 35％、12 時間 

    目約 25％であった。 

イ 考察 

   ・全ての時間で、最大値は最小値の２倍以上あり、行動量の多い生徒とそうでない生徒で

は、授業における行動量に大きな差があることが分かった。 

    ・歩数計の値が 4000 歩以上ある生徒は、教師から見て１時間を通して、活発に行動してい 

る状況であることが分かった。 

    ・歩数計の値が 2000 歩程度である生徒は、教師から見て１時間を通して、自ら行動をしよ

うとしていない状況であることが分かった。 

    ・平均値、最大値、最小値ともに２時間目が最小となっているのは、バレーボールの基礎

的・基本的な知識・技能を説明しながら、一斉指導で運動を行ったためと思われる。 

・平均値、最大値、最小値ともに５時間目が最大となっているのは、技能の反復練習を行

ったためと思われる。一方、単元終了時の 12 時間目に数値が減少しているのは、ゲーム

を行い、待ち時間等が発生したためと思われる。 

       

生徒の学習従事量の変化

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

２時間目 ５時間目 12時間目

最大値

平均値

最小値

生徒の行動量の変化 
（歩） 
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２ 体力に関する生徒の意識調査 

(1) 武道（柔道）における生徒の意識調査 

 ア 調査目的 単元開始時及び単元終了時における柔道と体力に関する生徒の意識から、課

題等を考察し、体力向上を図るための指導の工夫に資する。 

    イ 調査対象 研究員在籍校２年生男子（計 78 名） 

ウ 調査方法 調査は、平成 22 年 11 月から 12 月に実施した。下記の４項目について、生徒

の体力に関する意識を学習開始時と終了時に質問紙法により調査した。 

   エ 調査内容  

    ・体力を向上させることは必要だと思いますか。 

    ・柔道に必要な体力があると思いますか。 

    ・柔道の授業（10 時間）を通して、体力が向上すると思いますか。 

    ・柔道に必要な体力を高める方法を知っていますか。 

   (2) 調査結果（質問内容に対して、グラフの下段が開始時調査、上段が終了時調査の結果） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ア 結果 

    ・「体力向上は必要である」の質問に対して、肯定的に回答した生徒（「とてもそう思う」と

「ややそう思う」に回答したものの合計、以下同様）は、開始時は約 88％で、終了時は   

約 89％であった。 

    ・「柔道に必要な体力がある」の質問に対して、肯定的に回答した生徒は、開始時は約 38％

で、終了時は約 45％であった。 

    ・「柔道の授業で体力が向上する」の質問に対して、肯定的に回答した生徒は、開始時は   

約 42％で、終了時は約 52％であった。 

    ・「体力を高める方法を知っている」の質問に対して、肯定的に回答した生徒は、開始時は

約 10％で、終了時は約 28％であった。 

   イ 考察 

    ・体力について必要と考えている生徒が約９割おり、体力への意識は高いことが分かった。 

    ・柔道の特性に触れるための体力について必要と考えている生徒が、単元開始・終了時とも

約４割で大きな変化がないのは、柔道の特性に応じた行動量が十分に確保できなかったた

めと考えられる。 

    ・柔道の授業で体力が向上すると考えている生徒が、単元開始・終了時で約１割程度の増加

にとどまっているのは、柔道の特性に応じた行動量が十分に確保できなかったためと考え

られる。 

       ・体力を高める方法を知っていると考えている生徒が、単元開始・終了時で約２割増加して

いるのは、柔道の特性に触れるための体力について指導したためと考えられる。 

体力に関する生徒の意識調査

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもそう思う ややそう思う どちらとも言えない ややそう思わない とてもそう思わない

体力を高める方法を知っている 

柔道の授業で体力向上する 

柔道に必要な体力がある 

体力向上は必要である 
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 ３ 研究の成果と今後の課題 

本研究は、「領域の特性を生かして体力向上を図るための工夫」を研究主題と 

し、新学習指導要領の趣旨を踏まえ生徒の体力向上を図るため、指導計画の作

成、指導の手立て、１時間当たりの生徒の行動量の確保の三つの視点から研究

を進めた。研究の成果と課題は、以下のとおりである。 

 （1）成果 

ア 指導計画の作成及び指導の手立て 

（ｱ）年間指導計画に領域の特性、体力向上を図るための工夫、行動量の少な

い生徒への関わり方を示した。その結果、年間を通して体力向上を図る

ための指導の手立てが明確になった。 

  （ｲ）単元指導計画に体力の構成要素を明記し指導の手立てと関連させ、学習

指導計画に体力向上を図るための具体的なポイントを明記した。さらに、

生徒が自ら体力を高めることができるようにするために、体力向上カー

ドを活用した。その結果、領域の特性や魅力に触れるため必要となる体

力を理解して運動に取り組む生徒が増加した。 

イ １時間当たりの行動量の確保 

    授業における生徒の行動量と学習状況の関連から、次の（ア）及び（イ）

のことが推察できた。 

  （ｱ）活発に行動する生徒の歩数は、おおむね 4000 歩以上である。 

   （ｲ）自ら進んで行動しない生徒の歩数は、おおむね 2000 歩程度である。 

    このことから、単元の指導計画に１時間当たりの行動量の目安を示し

実証授業を実施した結果、約４割の生徒が 4000 歩以上となった。 

（2）今後の課題 

ア 指導計画の作成及び指導の手立て 

  （ｱ）単元の学習過程で、単元の中ほどの生徒の行動量が最大値となり、生徒

の技能や知識の習得が高まった単元の後半に生徒の行動量が減少した。

単元の後半に生徒の行動量が高まるように指導計画の内容を改善する必

要がある。 

  （ｲ）領域の特性を踏まえ、新体力テストの種目を定期的に実施し、体力向上

に向けた、保健体育の授業の進め方や課題について検証する必要がある。 

イ １時間当たりの生徒の行動量の確保 

（ｱ）生徒が各領域の授業で、体力の向上を実感できるように、各領域の特 

性や魅力に触れ、生徒の行動量を十分に確保した学習活動を提案してい

く必要がある。 

  （ｲ）活発に行動する生徒の行動量に比べ、そうでない生徒の行動量は、半分

程度と考えられることから、指導法の改善が一層必要である。 

－16－



 
 

平成２２年度 教育研究員名簿 

 

 

中 学 校 ・ 保健体育 

 

 

地区 学 校 名 職名 氏名 

港区 港区立高松中学校 教諭 ◎竹内 俊輔 

渋谷区 渋谷区立代々木中学校 主幹教諭 古見 佳一 

杉並区 杉並区立泉南中学校 教諭 林  芳隆 

府中市 府中市立府中第一中学校 主任教諭 蒲  健一 

調布市 調布市立神代中学校 主任教諭 齊藤  学 

墨田区 都立両国高校附属中学校 主任教諭 ○阿部 隆行 

立川市 都立立川国際中等教育学校 主任教諭 牟田  浩 

◎ 世話人  ○ 副世話人 

 
〔担当〕 東京都教育庁指導部指導企画課 統括指導主事 牧野英一 
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